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　夫やパートナーからの暴力、職場などでの
セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行
為など女性の人権に関するさまざまな問題に
ついての相談を電話でお受けします。相談は
無料で、秘密は厳守します。
受付時間　午前8時30分～午後7時
　※土曜日・日曜日は午前10時～午後5時
相談員　法務局職員または人権擁護委員

女性の人権ホットライン
 0570‐070‐810

 津地方法務局人権擁護課
　  059‐228‐4193

11 月 16日月～ 22日日は
全国一斉「女性の人権ホッ
トライン」強化週間

（ゼロナナゼロ のハートライン）

児童虐待かもと思ったら 児童相談所
全国共通ダイヤル

イチ  　ハヤ  　 ク

児童虐待とは…

簿記会計基礎と3級講座
参加者募集

日時　12月20日、平成28年1月10日・17日・
31日、2月7日　（全て日曜日、全5回）

▼基礎 午前10時20分～午後1時35分
▼３級 午後2時15分～５時30分
場所　市民情報交流センター（希央台5）　　
対象　高校生以上の人　定員　20人（先着順）
参加費　11,000円（テキスト代含む）
申込　11月30日月までに、電話で問い合わせ先へ
※応募が定員に満たない場合は、金額など内容
の変更があるか、中止の場合があります。
 名張市母子寡婦福祉会

　  090‐7603‐5634（藤原）

女性のための
肩こり、腰痛改善教室

日時　11月18日・25日 ※全て水曜日
　午後1時30分～2時30分
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
講師　松崎 弘明（柔道整復師）
定員　30人　※先着順
参加費　全 2回 1,000 円
持ち物　飲み物・タオル
申込　武道交流館いきい
きの備え付けの申込用
紙に必要事項を記入
し、参加料を添えて同
窓口へ

 武道交流館いきいき  
62‐4141

なばり出逢い創造事業補助金活用事業
ヘルシースイーツ付き婚活

　これまで344組688人
のカップルが誕生！その
内46人は成婚しました！
参加をお悩みの人、一歩
踏み出してみませんか？
日時／対象
▼11月1日日 午後2時～／25～35歳の男女・各16人
▼11月5日木 午後2時～／25～40歳の男女・各10人
▼11月8日日 午後2時～／25～40歳の男女・各16人
場所　ちょいまるカフェ（中町）　
参加費　男性5,500円、女性2,500円
◎申込方法など詳しくは、問い合わせ先へ

 ちょいまるカフェ　  48‐7730
　   http://www.cyoimaru.com/
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 １８９
　虐待は特別な家庭で起こることではなく、
どこの家庭でも起こりうることです。
　子どもに不自然な傷や打撲の跡がある、大
人の怒鳴り声がするなど、虐待を受けたと思
われる子どもに気付いたら、すぐに連絡して
ください。匿名でも連絡は可能です。連絡を
いただいた人に関する秘密は守られます。
　発見が難しいとされる児童虐待の予防、早
期発見に是非あなたの力を貸してください。
 子ども家庭室　  63‐7594

■ 身体的虐待　殴る、蹴る、叩く、激しく揺
　 　さぶる、溺れさせる　など
■ 性的虐待　　子どもへの性的行為、
　　 ポルノグラフィの被写体にする　など
■ ネグレクト　家の中に閉じ込める、食事を
　　 与えない、病気になっても病院に連れて
　　 行かない、自動車の中に放置する　など
■ 心理的虐待　言葉による脅し、兄弟間の差
　　 別的扱い、無視　など

9‐2号掲載「10月は里親月間 家族のカタチ」について　▼実の幼児を虐待する状況を聞く昨今、里親制度がどんどん普及していくことを望みます。
▼子どもは愛情を受けて育てられるのが一番大事だと思う。あらゆる事情の中で里親にとっても子どもにとっても幸せな家庭が築かれるのは素晴らしい。 

読者の声
広報メールサポーターから…

　配偶者や恋人からの暴力（DV＝ドメスティック・バイオレンス）、
セクハラ（セクシュアル・ハラスメント）、ストーカーなどは女性の人
権を踏みにじる行為であり、男女共同参画社会の実現を阻む問題です。
　市では毎年「女性に対する暴力をなくす運動」期間中に、高校生を
対象としたデートDV防止のための啓発やパネル展示を行っています。

１１月12日～25日は

女性に対する暴力を
なくす運動実施期間です。

　昨年 10月、市は男女共同参画に対する市
民意識調査を行いました。その中からDVに
関するものを掲載します。他の調査結果は市
ホームページよりご覧いただけます。
　市では、調査結果など
を反映させながら、名張
市男女共同参画基本計画
の改定を進める予定です。

 人権・男女共同参画推進室  63‐7559

　あなたの普段の行動で
　思い当たることはありませんか？

□ 相手が自分の意見に従わないとイライラする

□ 相手が自分以外の人と仲良くしていると嫉妬
　 して責めたりする

□ 相手が何をするか、どこに行くか、何を着る
　 かなど、指示することが相手のためだと思う

□ あなた自身の問題や、自分がイライラしている
　 ことを相手のせいだと責めることがある

□ 2 人のことでも相手の都合や考えを聞かない
　 で自分１人で決めることがある

□ 相手のことを「自分のもの」と思っている

　思いあたる人は、相手を大事にするというこ
　とについてもう１度考えてみましょう　

AA
Q. 相談しなかった理由は？

　DVについて誰にも相談しなかったと答え
た人に理由を聞いたところ、「自分にも悪い
ところがあると思った」が 28.6％と一番高
く、次いで「相談しても無駄だと思った」が
25.4%でした。

自分も悪いと思った自分も悪いと思った「3割」「3割」

AA
Q.DVについて誰かに相談しましたか？

　「DVを受けたことがある」と答えた人のう
ち、DVについて「誰にも相談しなかった」
と答えた人は男性で81.5％、女性で63.3％
おり、男女全体でみると68.7％の人がDVに
ついて「相談しなかった」と答えました。

相談しなかった相談しなかった「7割」「7割」

AA
Q. ＤＶの現状は？

　配偶者や恋人からの暴力経験の有無に関し
て「DVを受けたことがある」と答えた人は
10.3％でした。男女別に暴力経験の有無をみ
ると、男性の7.5％、女性の12.6％が「DV
を受けたことがある」と答えました。

DVDVを受けたを受けた「1割」「1割」

～市民の皆さんのDVへの認識～～市民の皆さんのDVへの認識～


